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This paper presents an annotated list of harvestmen (Arachnida， Opiliones) in the Hiruzen Tottori 
University Forest in Okayama Prefecture， southwestern Honshu， Japan. The list includes eight species of 
the suborder Palpatores belonging to two families， Caddidae and Phalangiidae. A cluster analysis was 
caITied out using the Nomura-Simpson coefficient of similarities of species composition between the 
University Forest and three adjacent mountainous areas (Mt. Da沿is臼er凡1，Ka昭gami泡ga加na加ruHighlands， Mts. 
Mihira and Kenashi). This found the following relationship: (((Daisen， Kagamiganaru)， Uni討ve白r泣ty f
Fo町re邸S幻叫t)，Mts. Mihira-Kenashi). The most notable gap， found between the Univer・sity Forest and Mts. 
Mihira-Kenashi， ischaracterized by the alternative occurrence of each of the following pairs: (1) 
Leiobunum montanum and L. hiraiwai， and (2) two geographic fonns of Melanopa grandis. Both 
Pleistocene geological history and the history of human disturbance of habitats， which has persisted for 
the past several hundred years， may explain this faunal gap. 
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なく，ふつうのクモは捕食しないアブラムシなども捕食するため (Ashby，1974; Dixon and 
McKinlay， 1989)，国外では森林害虫の天敵としても注目されている (Adams，1984; Hal付
加 dCady， .2000) 0 この仲間は，クモにみられるパルーニング(糸を利用した分散方法)のよ
うな有効な移動分散手段をもたず また生涯の全ステージを通じて乾燥に弱く，森林を離れて
生活することが閤難なため 地域集団ごとに形質の地理的分化を起こしやすい動物である O 中
間山地のみに限っても，多くの種で外部形態や染色体数などに地理的分化が生じており(鈴木・
鶴1奇， 1977;鈴木， 1986; Tsurusaki et al.， 1991;鶴1奇・岡田， 2000)，積分化や生物地理，あ






Annotated list of opilionid species 
蒜山演習林内からこれまでに確認されたザトウムシは下記の 2科8種である O 各種について，
採集記録(地点名，標高，採集日付，個体数，採集者名の順で示す)と形態・生態，分布など
につき若干の注釈をつける。なお，厳密には演習林外であっても演習林に境界を接する記録は
ここに含めた。略号:juv. = juveniles (幼体)， NT =鶴UI奇展巨， TA =足達珠美， KK =岸本
興之介。
Suborder Palpatores Thorell， 1879 ヒゲザトウムシ亜日
Superfamily Caddoidea Banks， 1892マメザトウムシ上科
Family Caddidae Banks， 1893マメザトウムシ科
1. Caddo agilis Banks， 1892マメザトウムシ
鳥取大学蒜山演習林のザトウムシ相








Subfamily Phalangiinae Latreille， 1802 マザトウムシ亜科
2. Oligolophus aspθrsus (Karsch司 1881) トゲザトウムシ
検討標本:カナデイアンハウス， 780m， 1-X-2001， 1♂， NT，岡田純， TA;天明の道標






Subfamily Leiobuninae Banks， 1893スベザトウムシ盟科
3. Nelima nigricoxa Sato & Suzuki， 1939 ヒコナミザトウムシ
検討標本:内海峠(演習林内)，スギ・ヒノキ林580m，19-X-1993， 12♂ (All Chrom) ， NT 
&入江 恵.演習林入日付近ヒノキ林(ヒコナミザトウムシ個体マーク試験地)， 640m: 17-
VIII-29-IX-1997， 158♂64♀， AT & NT; 14-VIII-13-XII-1998， 676♂306♀， AT & NT; 
1-X-200l， 1♂， NT.瓜菜沢林道沿いヒノキ林(江府町境界付近)， 680m， 27-VII-2000， 1 
♀， NT， TA， KK;内海自主 640m， 27-VII-2000， 1juv.; r汀， TA， KK. 
分布:本州(千葉県，神奈川県三浦半島，伊豆半島，および福井県以西) ・四国・九州、|。
備考:体長6-8nill1内外。 演習林内でもっとも個体数が多く 体も大きくて自立つ種。卵越
冬で幼体は 5月初めに鮮化 7月下旬から 8丹上旬にかけて成体になる O 交尾・産卵は 9月以
降に開始し， 12月上旬まで見られる O 中国地方で本種の染色体数は岡山県旭川と鳥取県大山を
結ぶライン以西で、は2n=20 以東で、は2n=16に分化する O また 鳥取・岡山県境の犬扶峠から大
山の東半分にかけての地域には2n=18の集団が成立しており，これはその西側で、2n=20と，東側
で2n=16の集由との間にそれぞれ染色体交雑帯をつくっている(鶴I!奇・青木・入江，未発表;









4. Leiobunum montanum Suzuki. 1953 ヤマスベザトウムシ
検討標本:蒜山大山スカイライン(擬宝珠山南方)， 660rn， 24-VIII-2000， 15♂， KK;西の




以上の山地に生息する O 卵越冬で幼体は 5月頃に鮮化， 7月上旬に成体となり，ブナやスギの
樹幹上などでよく見つかる。 9月を過ぎると個体数が減少し， 10丹中旬までには消失するO 中














5. Leiobunum japonicum japonicum Muller， 1914モエギザ、トウムシ





Subfamily Gagrellinae Thorell， 1889フシザトウムシ亜科
6. Gagrellopsis nodulifera Sato & Suzuki宅 1939 イラカザ卜ウムシ
検討標本:演習林入日付近ヒノキ林， 640rn， 22-VI-1997， 1♂， NT;酉の谷630rn，1-X 
-2001， 1juv.， NT. 
分布:本州 (山形県以南)， 問自， 九jナ什州、f十刊|トH、!
備考:汁イ体本長4.5mn翻1Ill内外。幼体越冬で成体は 5-6月にみられる O 染色体数に地理的分化がみら
鳥取大学蒜山演習林のザトウムシ相 65 
れ，鳥取県東部の智頭町では2n=16と2n=22の間で、染色体交雑帯がみられる (Tsurusakiet al.， 
1991; Gorlov and Tsurusaki， 2000;鶴1"奇， 2000a) 0 大山の集団の染色体数は2n口 16であるが，
それ以外の演習林やその周辺地域では未調査。
7. Gagrellu忽ferruginea(Loman， 1902) アカサピザトウムシ
検討標本:瓜莱沢林道沿いヒノキ林(演習林内)， 680m， 27-VII-2000， 3♂2♀， NT， 










8. Mθ白nopagrandis Roewer， 1910オオナガザトウムシ
検許標本:演習林入口付近ヒノキ林， 640m， 17-VIII-1997， 1♀， NT，坂本浩二;天明
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Mt. Mihira + Mt. Kenashi Area 
0.0 0.2 
Dissimilarity (1-Nomura-Simpson index) 
図l.蒜山演習林および近接の3UJ域におけるザトウムシの種構成の類似度(野村一シンプソン指数)
に基づく樹形図(UPGMA).
Species composition similarity d巴ndrogram(UPGMA) for opilionid fauna of four mountainous areas， using 
Nomura-Simpson's index. 
初の6種や最後のゴホンヤリザトウムシが該当)が調査不足で，それらよりもかなり低い。
これら 4地域間の種類似度を野村-Simpson指数 (CNS) (ただし CNS 立 c/b，a>b，こ
こで a，b， c はそれぞれA地域の種数 B地域の種数， A， B両地域に共通の樟数である;
木元・武田， 1989; Southwood and Henderson， 2000)で算出し，クラスター分析したところ，
4地域開の相対的な地理的位置を反映するような樹形が描かれた(図1)0
これらの地域一帯では，前述の倍々の種のリストのところに記したように， (1)ヒコナミザ
トウムシ (2n=20/18/16)，(2) ヤマスベザトウムシ/ヒライワスベザトウムシ， (3) アカサピ
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